
Title 小笠原長時の外交活動と同名氏族間交流
Sub Title The diplomatic activities of Nagatoki Ogasawara and his exchanges

with relatives
Author 村石, 正行(Muraishi, Masayuki)

Publisher 三田史学会
Publication

year
2013

Jtitle 史学 (The historical science). Vol.82, No.1/2 (2013. 4) ,p.39- 58 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00100104-20130400-0039

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

村

石

正

行

は
じ
め
に

本
稿
は
、
信
濃
国
守
護
小
笠
原
長
時
と
小
笠
原
同
族
と
の
交
流

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

信
濃
守
護
家
小
笠
原
氏
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
研
究
に
市
村
咸

人
氏
（
1
）
、
小
林
計
一
郎
氏
（
2
）
、
南
北
朝
以
降
の
守
護
制
度
を
論
じ
た
佐

藤
進
一
氏
（
3
）
の
研
究
が
あ
る
。

小
笠
原
氏
の
本
格
的
全
国
展
開
は
承
久
の
乱
後
に
長
清
が
阿
波

国
守
護
職
、
長
経
が
阿
波
国
麻
殖
保
地
頭
職
、
大
井
朝
光
が
伊
賀

国
虎
武
保
地
頭
職
を
獲
得
し
て
か
ら
で
、
特
に
戦
国
時
代
に
至
る

ま
で
阿
波
国
に
は
そ
の
一
族
が
盤
踞
し
た
（
4
）
。
ま
た
京
都
に
は
南
北

朝
期
に
幕
府
奉
公
衆
と
し
て
勤
仕
す
る
氏
族
が
あ
ら
わ
れ
る
な
ど

中
世
後
期
に
は
小
笠
原
同
名
氏
族
が
各
地
に
分
派
し
た
。
こ
の
う

ち
比
較
的
史
料
で
追
え
る
京
都
小
笠
原
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

古
く
は
堀
内
千
万
蔵
氏
・
小
山
愛
治
氏
の
研
究
が
あ
る
（
5
）
。
さ
ら
に

二
木
謙
一
氏
は
故
実
の
家
と
い
う
側
面
で
詳
細
な
研
究
を
お
こ
な

い
（
6
）、
室
町
期
か
ら
登
場
す
る
小
笠
原
弓
馬
故
実
が
京
都
小
笠
原
氏
、

こ
と
に
室
町
時
代
中
期
の
持
長
以
降
の
系
統
に
よ
り
継
承
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
り
、
長
時
・
貞
慶
・
秀
政
と
い
っ
た
信
濃
（
府

中
）
小
笠
原
氏
の
系
統
に
由
来
す
る
江
戸
時
代
の
諸
礼
法
と
相
伝

過
程
が
異
な
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
水
野
哲
雄
氏
は
戦
国
期
幕
府

論
の
な
か
で
故
実
家
小
笠
原
備
前
守
家
と
諸
勢
力
と
の
交
流
か
ら
、

将
軍
近
臣
化
の
過
程
を
明
示
し
た
（
7
）
。

い
っ
ぽ
う
信
濃
小
笠
原
氏
の
な
か
で
は
、
長
時
の
息
子
で
あ
り

織
田
信
長
の
家
臣
と
な
り
旧
領
回
復
を
め
ざ
し
た
貞
慶
に
つ
い
て

は
比
較
的
史
料
が
多
く
、
研
究
が
進
ん
で
い
る
（
8
）
。
こ
の
よ
う
な
研

究
蓄
積
に
比
べ
る
と
長
時
に
つ
い
て
の
専
論
は
な
く
、
そ
の
実
像

は
不
明
で
あ
る
。
長
時
が
府
中
の
領
内
統
治
で
出
し
た
文
書
は
現

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

三
九
（
三
九
）



存
せ
ず
、「
笠
系
大
成
（
9
）
」
や
家
臣
溝
口
・
二
木
氏
ら
の
家
記
、
武

田
氏
関
係
史
料
（「
高
白
斎
記
」「
甲
陽
軍
鑑
」
等
）
な
ど
の
記
述

に
よ
る
し
か
な
い
。
流
浪
期
の
長
時
発
給
文
書
は
「
笠
系
大
成
附

録
」
に
案
文
二
通
が
知
ら
れ
（
10
）
、
原
本
で
は
京
都
小
笠
原
氏
の
菩
提

寺
禅
居
庵
（
11
）
に
一
通
、
本
山
寺
（
高
槻
市
）
に
帰
国
を
祈
願
し
た
願

文
一
通
が
残
さ
れ
（
12
）
、
書
状
と
し
て
は
醍
醐
寺
に
一
通
（
13
）
、
出
家
後
の

「
小
笠
原
正
麟
書
状
（
14
）
」
が
一
通
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

長
時
の
活
動
時
期
は
①
信
濃
在
住
期
、
②
お
も
に
在
京
し
た
時

期
（
流
浪
期
１
）、
③
三
好
家
没
落
後
に
越
後
・
会
津
に
逗
留
し

た
晩
年
期
（
流
浪
期
２
）
と
大
ま
か
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
。
本

稿
で
は
、
比
較
的
史
料
の
追
え
る
流
浪
期
１
・
２
を
中
心
に
論
じ
、

こ
こ
か
ら
長
時
の
実
像
を
考
え
た
い
。

一

京
都
に
お
け
る
小
笠
原
長
時

（
１
）
小
笠
原
長
時
と
京
都
小
笠
原
氏

こ
こ
で
は
長
時
が
京
都
小
笠
原
氏
と
交
流
し
て
い
た
点
を
確
認

す
る
。
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）、
足
利
義
輝
が
正
式
に
将
軍

位
を
継
承
し
た
際
に
長
時
は
進
物
を
贈
っ
た
。
こ
の
と
き
の
媒
介

が
、
京
都
小
笠
原
氏
の
嫡
流
で
奉
公
衆
の
稙
盛
で
あ
る
。

【
史
料
一
】「
小
笠
原
稙
盛
書
状
案
（
15
）
」

御
代
替
之
御
礼
申
入
候
、
勢
州
申
談
、
具
馳
走
、
被
�成
�御

内
書
�候
、
珎
重
存
候
、
次
近
年
不
慮
御
所
被
�取
退
�之
由
、

無
�勿
体
�候
、
就
�其
国
之
諸
侍
中
�、
被
�御
下
知
申
請
�事

候
者
、
重
而
可
�被
�仰
上
�候
、
此
旨
勢
州
も
以
�別
紙
�被

�申
候
、
猶
自
�我
等
�熟
可
�申
入
�由
之
間
、
何
時
も
蒙
�仰

候
者
、
聊
不
�可
�存
�疎
意
�候
、
只
今
可
�申
沙
汰
�心
中
候

へ
共
、
御
存
分
不
�存
知
�候
条
、
無
�其
儀
�候
、
委
細
半
竹

斎
可
�被
�申
旨
可
�得
�御
意
�候
、
恐
惶
謹
言
、

（
天
文
十
九
年
）

八
月
十
四
日

（
小
笠
原
）

稙
盛
在
判

（
小
笠
原
長
時
）

御
屋
形
人
々
御
中

（
朱
書
）

「
包
紙
」

「
御
屋
形
人
々
御
中

備
前
守
稙
盛

」

【
史
料
一
】
は
江
戸
時
代
中
期
の
小
倉
藩
譜
代
家
臣
に
よ
り
書

写
さ
れ
た
「
笠
系
大
成
附
録
」
に
収
め
ら
れ
る
（
16
）
。
こ
の
案
文
に
は

「
御
屋
形
者
長
時
君
也
、
備
前
守
稙
盛
者
小
笠
原
氏
也
」
と
附
註

さ
れ
る
（
17
）
。
稙
盛
は
「
其
国
の
諸
侍
中
に
つ
き
、
御
下
知
申
請
せ
ら

る
事
候
ば
、
重
ね
て
仰
上
ら
る
べ
し
」
と
述
べ
、
信
濃
国
衆
に
つ

い
て
将
軍
の
下
知
が
必
要
な
場
合
は
重
ね
て
仰
っ
し
ゃ
て
い
た
だ

き
た
い
、
と
信
濃
に
お
け
る
紛
争
解
決
に
尽
力
す
る
旨
を
長
時
に

伝
え
る
（
18
）
。
信
濃
守
護
家
が
、
幕
府
奉
公
衆
で
あ
る
在
京
同
族
と
任

国
支
配
を
め
ぐ
り
交
渉
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
稙

盛
の
書
状
を
持
参
し
長
時
に
口
上
し
た
「
半
竹
斎
」
は
、「
笠
系

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
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〇
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大
成
」
に
よ
れ
ば
「
使
半
竹
斎
は
長
慶
に
通
ず
る
、
或
い
は
範
竹

か
」
と
あ
り
、
三
好
長
慶
に
関
わ
る
半
俗
の
使
僧
で
あ
る
（
19
）
。
三
好

氏
と
京
都
・
信
濃
両
小
笠
原
氏
が
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明

瞭
で
あ
る
点
を
ま
ず
指
摘
し
た
い
。

次
の
願
文
も
長
時
と
京
都
小
笠
原
氏
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で

あ
る
。【

史
料
二
】「
小
笠
原
長
時
願
文
（
20
）
」

如
�前
々
�至
�于
本
意
�者
、
蟻
崎
万
疋
之
所
、
無
�相
違
�可

�致
�寄
進
�之
状
如
�件
、

天
文
廿
一
年
壬子六

月
吉
日

大
膳
大
夫
長
時
（
花
押
）

建
仁
寺
摩
利
支
天

長
時
は
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
に
は
塩
尻
峠
で
武
田
晴
信

に
敗
れ
、
府
中
林
城
（
松
本
市
）
か
ら
追
わ
れ
（
21
）
、
流
浪
生
活
に
入

っ
た
。
清
拙
正
澄
の
開
山
建
仁
寺
禅
居
庵
は
京
都
小
笠
原
氏
の
菩

提
寺
で
、
信
濃
小
笠
原
氏
と
の
関
わ
り
も
深
い
（
22
）
。
小
笠
原
氏
の
摩

利
支
天
信
仰
は
禅
居
庵
末
寺
で
あ
る
信
濃
国
開
善
寺
（
飯
田
市
）

に
も
見
ら
れ
る
（
23
）
。
禅
居
庵
と
小
笠
原
氏
と
の
関
係
は
十
四
世
紀
中

頃
ま
で
に
は
成
立
し
た
（
24
）
。
府
中
を
追
わ
れ
て
い
る
長
時
が
蟻
崎

（
松
本
市
）
の
寄
進
を
約
し
た
【
史
料
二
】
は
、
在
京
同
族
の
つ

て
で
帰
国
祈
願
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
２
）
小
笠
原
長
時
と
三
好
長
慶

次
の
「
醍
醐
寺
文
書
」
所
収
の
【
史
料
三
】
は
長
時
の
数
少
な

い
書
状
原
本
と
し
て
知
ら
れ
な
が
ら
、『
信
濃
史
料
』
を
は
じ
め

そ
の
後
の
自
治
体
史
で
も
年
代
・
人
物
比
定
し
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
改
め
て
内
容

を
検
討
し
て
お
こ
う
。

【
史
料
三
】「
小
笠
原
長
時
書
状
（
25
）
」

御
書
謹
而
拝
見
仕
候
、
如
�尊
意
�、
其
以
来
逢
不
�申
上
�候
、

背
�本
意
�候
之
事
、
迷
惑
候
、
随
而
筑
前
守
難
儀
相
煩
候
之

条
、
萬
事
咲
止
存
候
処
、
道
三
薬
致
�相
当
�、
如
�形
得
�滅

気
�、
先
以
御
心
安
可
�被
�思
召
�候
、
殊
御
祈
念
之
由
、
蒙

�仰
候
、
彼
是
以
急
度
平
癒
仕
候
事
、
一
身
之
満
足
存
候
、

将
亦
依
�有
�御
用
�半
途
迄
可
�罷
出
�之
由
、
被
�仰
下
�候
、

即
可
�罷
出
�候
処
、
義
興
于
�今
無
�本
復
�与
申
、
其
上
六

郎
殿
馬
御
稽
古
不
�得
�隙
候
之
条
、
何
も
年
来
致
�無
沙
汰
�

候
間
、
貴
寺
迄
祗
候
仕
、
可
�得
�御
意
�候
、
尊
書
之
趣
、

次
之
折
節
筑
前
守
・
同
奈
良
一
右
衛
門
尉
可
�申
聞
�候
、
此

方
拙
者
相
当
之
儀
候
者
、
可
�致
�奉
公
�候
、
此
旨
可
�預
�

御
披
露
�候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
廿
九
日

長
時
（
花
押
）

（
墨
引
・
切
封
端
書
）

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

四
一
（
四
一
）



「
・
ー

小
笠
原
大
膳
大
夫
入
道

長
時

宰（
相
法
カ
）

□

□
橋
御
坊

」

『
信
濃
史
料
』
で
は
文
中
の
「
義
興
」
に
つ
い
て
周
防
国
守
護

大
名
大
内
義
興
を
宛
て
て
い
る
。
し
か
し
義
興
は
享
禄
元
年
（
一

五
二
八
）
に
没
し
て
い
る
か
ら
長
時
と
の
接
点
は
あ
り
得
な
い
。

内
容
は
醍
醐
寺
僧
か
ら
の
書
状
に
対
す
る
長
時
返
書
で
あ
る
。

長
時
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
筑
前
守
」
が
重
病
と
な
っ
た
が
、

「
道
三
」
の
調
薬
治
療
に
よ
り
回
復
の
兆
し
が
み
え
ご
安
心
下
さ

い
、
特
に
ご
祈
祷
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
由
を
う
か
が
い
、
き

っ
と
「
筑
前
守
」
は
全
快
す
る
で
し
ょ
う
、
長
時
一
身
の
満
足
で

す
、
醍
醐
寺
の
方
へ
出
か
け
よ
う
と
し
た
が
「
義
興
」
の
方
か
ら
、

ま
だ
（
筑
前
守
が
）
本
復
し
て
い
な
い
と
言
う
の
で
、
ま
た
「
六

郎
殿
」
の
馬
の
稽
古
に
私
も
忙
し
い
の
で
そ
ち
ら
に
伺
え
ず
に
い

た
、
お
手
紙
の
内
容
は
今
度
つ
い
で
の
際
に
「
筑
前
守
」「
奈
良

一
右
衛
門
尉
」
に
伝
え
て
お
き
ま
す
、
私
の
方
で
何
か
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
取
次
ぎ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
披
露
願
い
た
い
、
と
い
っ

た
内
容
で
あ
る
。

大
病
を
患
っ
た
筑
前
守
と
は
誰
だ
ろ
う
か
。
こ
の
史
料
か
ら
長

時
が
醍
醐
寺
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
か
ら
、

こ
れ
は
信
濃
在
国
中
で
は
な
く
長
時
が
在
京
し
て
い
る
時
代
の
文

写真 「小笠原長時書状」（史料 3 醍醐寺三宝院文書）
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書
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
時
の
在
京
時
代
の
人
脈
か
ら

考
え
る
と
、
筑
前
守
を
官
途
と
す
る
武
将
は
三
好
長
慶
が
挙
げ
ら

れ
る
。
長
慶
は
筑
前
守
叙
任
が
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
ご
ろ
（
26
）
、

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
一
月
二
十
一
日
か
ら
修
理
大
夫
に
転
任

し
て
い
る
（
27
）
。
さ
ら
に
、
義
興
は
長
慶
の
長
男
義
興
を
指
す
も
の
と

推
定
で
き
る
。
義
興
は
永
禄
三
年
一
月
二
十
一
日
に
父
に
代
わ
り

筑
前
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
文
中
で
「
義
興
」
と
「
筑
前
守
」

と
を
使
い
分
け
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
筑
前
守
は
息
子
義
興
で

は
な
く
長
慶
本
人
だ
ろ
う
。

「
細
川
両
家
記
」
弘
治
四
年
条
は
「
二
月
三
日
に
細
川
の
晴
元

御
曹
司
芥
川
城
に
お
い
て
元
服
、
長
慶
御
馳
走
也
。
六
郎
殿
と

号
」
す
と
記
す
（
28
）
。
細
川
晴
元
が
長
慶
と
対
立
し
度
々
戦
闘
を
繰
り

返
し
た
が
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
両
者
の
和
議
と
な
り
、

長
慶
の
居
城
芥
川
城
で
晴
元
の
子
聡
明
丸
が
人
質
に
な
っ
た
。
こ

の
聡
明
丸
が
弘
治
四
年
二
月
に
元
服
し
、
六
郎
を
名
の
っ
た
。
こ

の
六
郎
こ
そ
長
時
が
馬
術
指
南
を
連
日
行
っ
て
い
た
相
手
そ
の
人

で
あ
る
。
二
木
氏
は
長
時
の
家
系
を
「
弓
馬
故
実
家
」
と
す
る
系

譜
は
江
戸
時
代
捏
造
さ
れ
た
も
の
、
と
指
摘
す
る
（
29
）
。
し
か
し
【
史

料
三
】
か
ら
、
守
護
家
の
長
時
自
身
が
京
兆
家
嫡
子
に
馬
術
指
導

を
行
い
得
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
こ
と
は
京

都
小
笠
原
氏
だ
け
で
な
く
、
長
時
あ
る
い
は
信
濃
小
笠
原
氏
も
ま

た
弓
馬
故
実
の
摂
取
を
綿
々
と
行
っ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
（
30
）
。

奈
良
一
右
衛
門
尉
は
、
第
二
章
で
触
れ
る
永
禄
四
年
足
利
義
輝

の
三
好
邸
御
成
の
際
に
加
地（
久
勝
）

権
介
・
三
好
弓
介
・
三
好（
政
康
）

下
野
守
・

三
好（
長
逸
）

日
向
守
と
と
も
に
幕
府
奉
公
衆
へ
酌
を
し
た
人
物
と
し
て
見

え
る
。
彼
ら
は
三
好
同
名
衆
で
あ
る
。

以
上
、
こ
の
書
状
か
ら
長
時
が
三
好
家
内
部
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
長
慶
に
調
薬
し
て
い
る
人
物
は
、

医
学
者
曲
直
瀬
正
盛
（
道
三
）
で
あ
る
（
31
）
。

長
慶
が
筑
前
守
を
名
の
る
の
は
天
文
十
七
年
か
ら
永
禄
三
年
の

間
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
書
の
年
紀
の
上
限
は
、
細
川
聡
明
丸
が

六
郎
を
名
の
る
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
二
月
以
降
、
下
限
は
長

慶
が
修
理
大
夫
に
転
ず
る
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
一
月
以
前
と

な
る
か
ら
、
こ
の
文
書
の
年
紀
は
永
禄
元
年
も
し
く
は
同
二
年
六

月
二
十
九
日
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
長
慶
の
動

向
を
見
る
と
、
永
禄
二
年
六
月
に
は
摂
津
国
へ
み
ず
か
ら
軍
勢
を

率
い
攻
め
入
っ
て
い
る
（
32
）
が
、
永
禄
元
年
六
月
九
日
か
ら
の
白
川
口

合
戦
で
は
、
長
慶
は
出
陣
せ
ず
松
永
久
秀
を
大
将
に
し
、
三
好
長

逸
ら
が
出
陣
し
て
い
る
（
33
）
。
長
慶
が
「
難
儀
相
煩
」
っ
た
と
す
る
長

時
の
書
状
の
記
述
に
従
え
ば
、
長
慶
は
お
そ
ら
く
出
陣
も
難
し
い

身
体
状
態
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
34
）
。
状
況
的
に
考
え
る
と
こ
の
書
状

は
永
禄
元
年
の
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

四
三
（
四
三
）



「
醍
醐
寺
文
書
」
を
注
意
深
く
見
る
と
、
こ
の
と
き
の
長
慶
の

病
に
関
し
て
長
慶
の
周
辺
と
醍
醐
寺
と
の
や
り
と
り
を
示
す
文
書

が
い
く
つ
か
残
さ
れ
、
こ
の
と
き
長
慶
の
病
は
比
較
的
早
く
回
復

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
時
の
幕
府
か
ら
の
醍
醐
寺
へ
の

取
次
は
奉
公
衆
大
和
晴
完
で
あ
る
（
35
）
。

①
六
月
二
十
二
日
「
大
和
晴
完
書
状
（
36
）
」
に
よ
れ
ば
、「
三
好
筑

前
守
一
昨
日
よ
り
傷
寒
」、「
熱
気
指
相
煩
」
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

晴
完
が
護
摩
祈
祷
を
醍
醐
寺
側
に
依
頼
し
て
い
る
。

②
六
月
二
十
四
日
「
大
和
晴
完
書
状
（
37
）
」
に
は
長
慶
が
「
撫
物
」

を
所
望
し
た
と
あ
る
。
患
部
に
相
当
す
る
人
形
の
部
位
を
撫
で
て

祈
祷
を
お
こ
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

③
六
月
二
十
八
日
「
大
和
晴
完
書
状
（
38
）
」
で
は
晴
完
が
自
ら
芥
川

城
へ
幕
府
の
使
者
と
し
て
下
向
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
際
「
筑
前

守
得
�大
験
�候
間
、
諸
人
満
足
仕
候
、
程
々
御
祈
念
之
験
存
計

候
」
と
あ
り
、
醍
醐
寺
で
の
祈
祷
の
効
果
が
現
れ
、
芥
川
の
長
慶

周
辺
が
満
足
し
て
い
る
様
を
伝
え
る
。
そ
れ
は
二
十
九
日
付
の
長

時
の
書
状
（【
史
料
三
】）
に
「
一
身
之
満
足
存
候
」
と
あ
る
が
如

く
で
あ
る
。

④
さ
ら
に
七
月
七
日
「
大
和
晴
完
書
状
（
39
）
」
で
も
護
摩
修
法
が
お

こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
長
慶
が
「
徐
々
本
服
」
し
た
、

「
軈
而
其
證
申
入
」
れ
る
と
伝
え
る
。
さ
ら
に
「
以
�小
笠
原
主

人
�御
書
届
遣
候
」
と
「
小
笠
原
主
人
」
が
書
状
を
届
け
る
と
記

す
の
で
あ
る
。
一
連
の
流
れ
か
ら
こ
の
史
料
に
見
え
る
「
小
笠
原

主
人
」
と
は
長
時
を
指
す
と
考
え
て
相
異
あ
る
ま
い
。
幕
府
奉
公

衆
で
申
次
で
あ
る
晴
完
（
40
）
に
と
り
、
同
じ
く
奉
公
衆
で
あ
る
小
笠
原

稙
盛
の
同
族
で
宗
家
で
あ
る
長
時
が
ま
さ
に
「
小
笠
原
主
人
」
で

あ
ろ
う
。【
史
料
三
】
で
長
時
が
「
此
方
拙
者
相
当
之
儀
候
者
、

可
�致
�奉
公
�候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
醍
醐
寺
側
と
三
好
家

と
の
間
の
取
次
を
行
っ
て
お
り
、
長
時
が
長
慶
側
の
交
渉
担
当
者

と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
笠
系
大
成
」
は

「（
三
好
）

長
慶
は（
小
笠
原
）

長
清
二
男
長
房
の
九
代
、
信
濃
守
義
長
阿
州
三
好
邑
に

住
し
、
以
て
称
号
と
し
て
、
義
長
の
孫
筑
前
守
長
輝
二
男
、
薩
摩

守
長
基
の
長
子
也
、
時
に
天
下
権
を
執
り
、
永
禄
七
年
卒
す
、
法

諱
眠
室
、
公
に
す
す
め
て
聚
光
院
と
号
す
、
将
軍
義
輝
卿
に
謁
し
、

長
慶
先
祖
正
統
を
忘
れ
ず
、
長
時
を
摂
州
芥
川
に
招
き
、
厚
く
こ

れ
を
接
待
す
」
と
記
す
。
長
慶
が
阿
波
国
に
移
住
し
た
小
笠
原
氏

の
末
裔
で
あ
る
と
す
る
。
戦
国
期
の
阿
波
に
は
小
笠
原
姓
を
称
す

る
も
の
が
多
い
（
41
）
。
そ
れ
ら
の
系
譜
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
部

分
も
あ
る
が
、
三
好
氏
自
身
が
小
笠
原
流
を
強
く
意
識
し
て
い
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
一
連
の
醍
醐
寺
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
系
譜

類
で
し
か
う
か
が
え
な
か
っ
た
長
時
と
長
慶
と
の
同
族
関
係
が
具

体
的
に
確
認
で
き
る
史
料
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
号

四
四
（
四
四
）



二

三
好
長
慶
政
権
と
小
笠
原
長
時

こ
の
章
で
は
三
好
・
松
永
政
権
に
つ
い
て
の
今
谷
氏
の
研
究
（
42
）
を

も
と
に
、
三
好
政
権
の
な
か
に
長
時
の
動
き
を
位
置
づ
け
る
。

天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
七
月
、
三
好
氏
に
京
を
追
わ
れ
て

い
た
新
将
軍
義
輝
に
対
し
、
長
時
は
代
替
り
の
進
物
を
お
こ
な
っ

た
。
伊
勢
貞
孝
が
こ
れ
を
将
軍
に
披
露
し
た
。
翌
八
月
、
貞
孝
と

通
じ
た
奉
公
衆
小
笠
原
稙
盛
が
、
長
時
に
書
状
を
も
た
ら
し
た
。

天
文
二
十
一
年
一
月
、
義
輝
は
長
慶
と
和
議
を
な
し
入
京
し
た
。

こ
の
と
き
細
川
晴
元
の
子
聡
明
丸
が
長
慶
の
も
と
で
人
質
と
な
っ

た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
し
か
し
翌
年
一
月
、
和
議
は
決
裂
し
長

慶
は
義
輝
・
晴
元
の
軍
勢
と
戦
う
。
三
好
一
族
の
芥
川
孫
十
郎
が

敵
対
し
た
た
め
、
長
慶
は
京
か
ら
一
時
芥
川
へ
拠
点
を
移
す
。
敗

北
し
た
義
輝
は
近
江
朽
木
へ
逃
れ
た
。

「
笠
系
大
成
」
に
よ
る
と
、
長
時
が
長
慶
の
も
と
で
賓
客
待
遇

を
う
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
ご
ろ
で
あ

る
と
す
る
。
し
か
し
天
文
十
九
年
段
階
で
、
長
時
は
三
好
縁
故
の

半
竹
斎
と
既
に
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
三
好
氏
と
の
関

係
は
弘
治
元
年
以
前
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
（
43
）
。

永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
三
月
に
は
、
幕
府
年
始
の
儀
に
長
時

が
自
ら
出
仕
、
太
刀
・
馬
を
進
上
し
て
い
る
。

【
史
料
四
】「
雑
々
聞
検
書
（
44
）
」

一
、
信
濃
小
笠
原
御
礼
被
�申
入
�、
長
慶
執
―�申
之
�、（
細
川
）

氏
綱
御

対
面
已
後
、（
長
時
）

小
笠
原
一
人
御
対
面
、
御
太
刀
・
神
馬
進
上
、

仍
御
盃
拝
領
儀
、
懇
望
被
�申
之
�、
既
甲
斐
武
田
、
先
年
御

礼
被
�申
上
�時
、（
晴
光
）

大
館
殿
依
�御
取
合
�（
頂
）
項
戴
候
間
、
以
�其

例
�有
�意
之
由
、
以
�長
慶
�（
伊
勢
）

貞
孝
へ
被
�申
�之
間
、
今
日
モ

御
盃
頂
戴
、
仍
御
太
刀
ニ
テ
御
礼
被
�申
―�入
之
�、

【
史
料
四
】
で
は
長
時
の
将
軍
対
面
の
際
の
様
子
が
記
さ
れ
る
。

武
田
信
虎
が
大
館
晴
光
の
仲
介
で
将
軍
か
ら
御
盃
を
頂
戴
し
た
。

長
時
は
義
光
流
の
同
族
で
あ
る
甲
斐
武
田
氏
の
こ
の
例
を
ひ
き
あ

い
に
し
て
こ
れ
を
懇
望
、
長
慶
と
伊
勢
貞
孝
を
介
し
て
御
盃
頂
戴

が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

永
禄
四
年
三
月
三
十
日
に
は
、
三
好
長
慶
の
懇
請
で
京
都
立
売

の
三
好
邸
に
将
軍
義
輝
の
異
例
の
御
成
が
実
現
し
た
。
こ
の
出
来

事
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

【
史
料
五
】「
永
禄
四
年
三
好
亭
御
成
記
（
45
）
」

三
月
卅
日
未
刻
御
成
（
中
略
）
一
、
御
相
伴
衆（
勧
修
寺
尹
豊
）

勧
修
寺
一
位

殿
、（
広
橋
国
光
）

広
橋
大
納
言
殿
、（
飛
鳥
井
雅
教
）

飛
鳥
井
中
納
言
殿
、（
高
倉
永
相
）

藤
宰
相
殿
何
へ

も
馬
・
太
刀
に
て
御
礼
有
、（
細
川
氏
綱
）

右
京
太
夫
殿
へ
千
疋
一
腰
、
貞
孝
、

（
大
舘
晴
光
）

大
奥
州
、（
上
野
信
孝
）

上
民
何
も
馬
・
太
刀
、（
竹
内
季
治
）

竹
内
三
位
殿
、（
小
笠
原
稙
盛
）

小
笠
原
備

前
守
、（
進
士
晴
舎
）

進
士
美
作
守
殿
、
馬
・
太
刀
、
此
外
之
御
供
衆
へ

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

四
五
（
四
五
）



以
�三
向
�被
�給
�之
云
々
、
馬
・
太
刀
不
�被
�遣
�之
、（
下

略
）

【
史
料
五
】
は
和
議
の
な
っ
た
長
慶
の
も
と
を
将
軍
義
輝
が
訪

れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
三
好
家
の
政
治
的
絶
頂
と
も
い
え
る
出
来

事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
幕
閣
随
行
者
と
三
好
家
と
の

献
盃
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
御
成
を
成
功
さ
せ
た
三
好
家
か
ら
、
小

笠
原
稙
盛
な
ど
将
軍
随
伴
の
近
臣
に
特
別
に
礼
物
が
進
上
さ
れ
た
。

こ
の
儀
式
の
五
日
後
、
大
館
晴
光
を
奉
者
と
し
て
義
輝
の
御
内

書
が
上
杉
謙
信
へ
発
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
謙
信
は
長
時
帰
国
の
た

め
に
奔
走
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

【
史
料
六
】「
足
利
義
輝
御
内
書
（
46
）
」

小
笠
原
大
膳
大
夫
帰
国
事
、
無
�異
議
�様
馳
走
可
�為
�神

妙
�候
、
猶
晴
光
可
�申
候
也
、

（
永
禄
四
年
）

壬
三
月
四
日
（（
義
輝
）

花
押
）

長
尾
弾
正
少
弼
と
の
へ

こ
の
文
書
が
い
さ
さ
か
唐
突
と
も
思
え
る
こ
の
時
期
に
発
給
さ

れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
御
成
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か

ら
勘
案
す
る
と
、
長
時
と
通
じ
る
三
好
氏
の
手
引
き
が
あ
っ
た
と

み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
三
好
氏
膝
下
の
寺
院
に
出
さ
れ
た

同
月
付
の
【
史
料
七
】
は
、
復
帰
に
対
す
る
長
時
の
強
い
意
識
が

垣
間
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
七
】「
小
笠
原
長
時
願
文
（
47
）
」

信
州
於
�本
意
�者
二
千
疋
之
地
寄
進
可
�申
候
、
弥
御
祈
念

頼
入
候
、
恐
々
謹
言
、

永
禄
四
年
辛酉

閏
三
月
吉
日

長
時
（
花
押
）

本
山
寺

別
当
床
下

本
山
寺
は
松
永
久
秀
の
祈
願
寺
で
三
好
氏
と
の
関
わ
り
も
深
い
。

長
時
は
こ
の
寺
の
別
当
に
信
濃
へ
の
復
帰
祈
願
を
依
頼
し
た
の
で

あ
る
。
同
日
付
の
子
喜
三
郎
に
よ
る
書
状
に
よ
れ
ば
、「
今
度
下

国
身
上
儀
に
付
き
、
存
分
の
儘
候
ば
、
其
相
応
の
地
に
随
い
寄
進

申
す
べ
く
候
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
実
際
に
「
下
国
」
す
る
際
の
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。
喜
三
郎
は
貞
慶
の
通
称
だ
が
こ
の
時
点
で
貞

虎
の
諱
を
名
乗
っ
て
い
る
。
父
と
兄
長
隆
ら
と
と
も
に
天
文
二
十

一
年
ま
で
に
上
杉
謙
信
の
も
と
へ
赴
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

名
は
景
虎
の
偏
諱
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
48
）
。
兄
長
隆
は
そ
の
後
も
越

後
国
に
と
ど
ま
り
（
49
）
、
小
笠
原
家
は
越
後
国
と
一
定
の
関
係
を
保
ち

続
け
た
。「
笠
系
大
成
」
で
は
、
こ
の
年
貞
慶
が
越
後
に
下
向
し

た
記
録
は
な
い
が
、
小
笠
原
氏
の
信
濃
帰
国
を
実
現
す
る
た
め
、

御
内
書
と
と
も
に
貞
慶
が
越
後
へ
下
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
の
長
慶
没
後
も
長
時
は
摂
津
国
に
居
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留
し
て
い
た
。
翌
年
五
月
、
三
好
義
継
・
松
永
久
秀
ら
が
将
軍
義

輝
を
殺
害
し
、
義
栄
を
擁
立
す
る
。
長
時
は
翌
九
年
、
義
栄
に
対

し
同
族
赤
沢
簟
斎
を
使
者
と
し
て
馬
と
太
刀
を
献
じ
、
義
栄
か
ら

の
返
礼
が
あ
っ
た
（
50
）
。
永
禄
十
一
年
九
月
、
長
時
は
越
後
か
ら
戻
っ

た
貞
慶
と
と
も
に
広
橋
大
納
言
国
光
邸
で
宴
席
に
列
し
た
（
51
）
。
し
か

し
織
田
信
長
が
義
昭
を
奉
じ
て
入
京
す
る
と
、
芥
川
城
が
信
長
軍

に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
、
長
時
の
妻
ら
が
捕
ら
え
ら
れ
人
質
と
な
っ

た
（
52
）。
長
時
ら
三
人
は
落
城
直
前
に
再
び
上
杉
謙
信
の
も
と
を
訪
れ

旧
領
へ
の
復
帰
を
強
く
望
ん
だ
（
53
）
。
長
時
の
弟
信
定
は
畿
内
に
残
留

し
、
三
好
勢
と
と
も
に
足
利
義
昭
の
将
軍
就
任
を
阻
止
す
る
た
め

出
陣
し
た
（
54
）
。
信
定
は
桂
川
合
戦
で
戦
死
し
て
い
る
（
55
）
。
長
時
は
、
元

亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
は
再
上
洛
し
仕
丁
五
郎
の
も
と
で
寓
居

し
、
山
科
言
経
と
対
面
し
た
（
56
）
。

以
上
、
信
濃
を
舞
台
と
し
た
紛
争
の
解
決
と
信
濃
国
守
護
復
帰

を
は
か
ろ
う
と
試
み
た
長
時
の
一
連
の
動
き
を
述
べ
た
。
三
好
氏

を
中
心
に
小
笠
原
氏
が
同
名
氏
族
関
係
を
利
用
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

三

織
田
信
長
政
権
に
お
け
る
小
笠
原
氏
の
立
場

長
時
の
子
貞
慶
は
父
と
異
な
り
信
長
の
家
臣
と
な
っ
た
。
そ
の

活
動
は
あ
く
ま
で
小
笠
原
氏
の
信
濃
復
帰
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
る
（
57
）
。
粟
野
俊
之
氏
ら
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
長

篠
合
戦
直
後
か
ら
信
長
家
臣
と
し
て
の
貞
慶
の
活
動
は
活
発
と
な

り
（
58
）、
特
に
武
田
勝
頼
包
囲
網
形
成
を
呼
び
か
け
る
北
関
東
、
南
東

北
大
名
へ
の
信
長
の
使
者
と
し
て
の
み
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
（
59
）
。

貞
慶
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
以
降
越
後
担
当
使
者
と
し
て

信
長
に
よ
る
対
上
杉
景
勝
包
囲
網
の
形
成
に
も
関
わ
っ
た
（
60
）
。

問
題
な
の
は
、
貞
慶
の
こ
う
し
た
一
連
の
活
動
と
長
時
の
活
動

と
が
符
合
す
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ

れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
時
期
の
長
時
の

動
き
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
天
正
六
年
、
謙
信
死
後
の
御
館
の
乱
で
長
時
は
景
虎
方
の

使
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
御
館
に
景
虎
方
の
本
庄
清
七
郎
・
北

条
景
広
が
入
り
臨
戦
態
勢
を
と
る
と
、
十
月
二
十
四
日
に
景
勝
が

攻
撃
を
加
え
、
景
虎
勢
は
館
際
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
（
61
）
。
劣
勢
に

な
っ
た
景
虎
は
、
長
時
を
使
者
に
た
て
、
御
館
の
守
備
を
厳
重
に

す
る
こ
と
を
「
横
目
」
の
者
、
す
な
わ
ち
前
線
に
交
錯
す
る
境
目

の
武
士
た
ち
に
伝
え
た
こ
と
、
本
庄
を
琵
琶
島
善
次
郎
に
遣
わ
し
、

昼
夜
の
警
備
・
普
請
を
油
断
な
く
お
こ
な
う
こ
と
を
伝
え
た
（
62
）
。
謙

信
死
後
も
、
下
越
地
方
に
有
力
与
党
を
有
す
る
景
虎
が
蘆
名
氏
と

の
連
携
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
（
63
）
。

蘆
名
盛
氏
の
も
と
に
長
時
が
身
を
寄
せ
た
こ
と
は
「
笠
系
大

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

四
七
（
四
七
）



成
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
伝
記
で
あ
る
。
ま
た
会
津
入
り
し
た
の

は
謙
信
没
直
後
と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
（
64
）
。
し
か
し
長
時
が
謙
信
死

後
も
し
ば
ら
く
越
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
。
し
か
し
御
館
の
乱
で
景
勝
が
景
虎
を
滅
ぼ
す
と
、
後
ろ
盾

を
失
っ
た
長
時
は
会
津
へ
活
動
拠
点
を
移
し
た
。
近
年
、
会
津
に

お
け
る
小
笠
原
父
子
の
活
動
に
新
た
な
視
点
を
加
え
る
史
料
が
発

見
さ
れ
た
。
長
時
が
田
村
清
康
に
あ
て
た
書
状
で
あ
る
。

【
史
料
九
】「
小
笠
原
長
時
書
状
（
65
）
」

雖
�未
申
通
候
�、
一
筆
令
�啓
候
、
仍
今
度（
小
野
彦
七
郎
）

彦
七
郎
方
同
心
候

而
被
�罷
越
�候
、（
小
笠
原
）

宗
林
斎
（
66
）固
ク
被
�成
置
�付
而
、
雖
�斟
酌

候
�、
今
般
別
而
京
都
ニ
候（
小
笠
原
秀
清
）

同
名
備
前
守
同
前
相
定
候
間
、
其

分
別
相
極
候
、
互
之
為
、
可
�然
様
、
其
取
成
憑
入
候
、
又

自
今
以
後
可
�申
談
�覚
悟
ニ
候
、
御
同
意
為
�本
懐
�へ
く
候
、

随
而
貞
慶
其
元
ニ

在
留
中
、
入
魂
、
於
�入
道
�快
然
ニ

候
、

向
様
夏
中
、
与
�風
参
、
以
�面
萬
々
可
�申
承
�候
間
、
不

�具
、
恐
々
謹
言
、

六
月
三
日

正
麟
（
花
押
）

田
村（
清
康
）

右
衛
門
大
夫
殿
御
宿
所

信
長
に
帰
属
し
た
貞
慶
は
家
督
相
続
の
た
め
天
正
七
年
（
一
五

七
九
）
に
会
津
の
長
時
の
元
を
訪
れ
、
父
か
ら
家
伝
文
書
の
ほ
か

什
物
を
受
け
継
い
だ
こ
と
は
系
譜
上
で
は
知
ら
れ
て
い
た
（
67
）
。【
史

料
九
】
の
書
状
で
は
長
時
が
貞
慶
の
田
村
逗
留
に
関
し
清
康
に
謝

し
て
い
る
。
清
顕
時
代
の
田
村
氏
は
佐
竹
・
蘆
名
・
二
階
堂
氏
な

ど
と
対
立
し
軍
事
的
緊
張
に
あ
っ
た
（
68
）
が
、
天
正
六
年
ご
ろ
蘆
名
、

佐
竹
と
一
時
的
に
和
睦
し
同
盟
関
係
を
持
っ
た
。
し
か
し
翌
年
清

顕
の
娘
と
伊
達
政
宗
と
の
婚
儀
が
成
立
す
る
と
（
69
）
、
田
村
氏
は
伊
達

氏
と
連
合
し
、
ふ
た
た
び
佐
竹
・
蘆
名
氏
な
ど
と
対
立
に
至
る
。

書
状
の
内
容
は
難
解
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
史
料
紹
介
の
速
報
性

も
あ
り
、
内
容
理
解
や
比
定
に
留
保
し
た
部
分
も
あ
り
十
分
な
紹

介
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
解
釈
す
る
と
、
お
お
よ
そ

大
意
は
次
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
彦
七
郎
が
同
心
し
長
時
の
も
と

へ
や
っ
て
き
た
、（
田
村
家
臣
）
小
笠
原
宗
林
斎
が
こ
れ
を
強
く

止
め
た
の
で
、
自
分
は
斟
酌
し
た
け
れ
ど
も
、
今
般
京
都
に
い
る

小
笠
原
同
名
備
前
守
（
秀
清
）
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
す
で
に
定

め
て
い
る
の
で
、
自
分
（
長
時
）
も
よ
く
よ
く
分
別
を
決
め
た
、

互
い
（
田
村
と
蘆
名
か
）
の
た
め
し
か
る
べ
き
よ
う
、
そ
の
取
り

な
し
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
、
今
後
は
相
談
す
る
覚
悟
だ
か
ら
、

ご
同
意
い
た
だ
け
れ
ば
本
望
で
あ
る
、
貞
慶
が
そ
ち
ら
に
在
留
中

は
懇
意
に
し
て
も
ら
い
自
分
は
心
地
よ
い
、
詳
し
く
は
直
接
お
会

い
し
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
、
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

人
物
に
つ
い
て
比
定
す
る
。
本
文
中
の
彦
七
郎
は
、
伊
達
氏
の

記
録
に
よ
り
田
村
庶
子
田
村
顕
定
の
一
族
小
野
彦
七
郎
と
推
定
で

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
号

四
八
（
四
八
）



き
る
（
70
）
。
宛
所
の
右
衛
門
大
夫
は
「
田
村
系
図
」
に
よ
る
と
清
康
に

比
定
で
き
る
。
清
康
は
顕
定
の
娘
を
め
と
っ
て
い
る
（
71
）
。
い
ず
れ
も

清
顕
一
族
で
あ
る
。「
笠
系
大
成
」
に
よ
れ
ば
、
長
時
が
会
津
若

松
に
在
留
中
、
貞
慶
は
三
春
城
主
田
村
清
顕
を
頼
っ
た
と
あ
る
。

時
期
を
特
定
す
る
た
め
、
貞
慶
の
活
動
に
つ
い
て
追
っ
て
み
よ

う
。
貞
慶
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
頃
か
ら
織
田
信
長
の
家
臣

と
し
て
活
動
し
、
天
正
七
年
か
ら
八
年
の
六
月
ご
ろ
ま
で
会
津
の

長
時
を
訪
ね
た
。
長
時
が
会
津
に
身
を
寄
せ
た
の
が
天
正
七
年
頃
、

そ
れ
以
降
で
貞
慶
が
会
津
を
訪
れ
た
の
は
天
正
七
〜
八
年
と
天
正

十
年
冬
で
あ
る
こ
と
、
長
時
は
天
正
十
一
年
二
月
に
没
す
る
か
ら
、

こ
の
文
書
の
年
号
は
天
正
七
年
も
し
く
は
八
年
と
比
定
で
き
る
。

「
笠
系
大
成
六
」
天
正
七
年
条
に
は
「
貞
慶
若
松
に
来
て
長
時
に

謁
し
、
長
時
の
使
、
家
宝
名
剣
文
書
等
悉
く
貞
慶
に
授
く
也
、
明

年
庚
辰
夏
五
月
下
旬
或
曰
五
月
中
旬

又
曰
六
月
下
旬
若
松
を
出
で
畿
内
に
赴
く
」
と

あ
る
。【
史
料
九
】
に
は
「
貞
慶
其
元
ニ
在
留
中
」
と
あ
り
、
こ

の
書
状
が
貞
慶
逗
留
後
に
記
し
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
の
で
、
年

次
は
天
正
八
年
六
月
と
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
時
は
「
入
道
快

然
」
と
記
す
。
出
家
し
正
麟
を
名
の
っ
て
い
た
長
時
が
、
貞
慶
を

親
し
く
遇
し
た
清
康
に
対
し
満
足
の
意
を
表
し
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
田
村
・
蘆
名
両
家
は
当
時
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
蘆
名
家

に
居
留
し
て
い
た
長
時
は
、
小
野
彦
七
郎
の
内
応
に
関
わ
り
が
あ

っ
た
。
彦
七
郎
が
蘆
名
氏
へ
内
応
し
た
こ
と
は
、
元
和
八
年
の
記

録
に
「
田
村
領
小
野
の
城
代
は
清
顕
の
伯
父
に
て
御
座
候
、
謀
反

申
さ
れ
会
津
へ
附
き
申
さ
れ
候
」
と
あ
る
こ
と
に
合
致
す
る
（
72
）
。
長

時
は
在
京
奉
公
衆
小
笠
原
秀
清
の
名
を
出
し
、
彦
七
郎
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
秀
清
の
決
定
に
自
分
も
心
を
決
め
た
か
ら
、
今
後
相

談
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
田
村
家
中
は
伊
達
政
宗
と
愛
姫
の
婚

儀
で
伊
達
派
と
蘆
名
派
と
に
路
線
対
立
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
小
野
の
内
応
も
惹
起
し
た
。
こ
の
状
況
下
に
田
村
の
も
と

を
訪
れ
た
貞
慶
の
動
き
は
、
天
正
三
年
以
降
の
流
れ
で
捉
え
れ
ば

信
長
の
外
交
戦
略
、
特
に
景
虎
没
後
の
対
上
杉
工
作
の
一
環
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
①
貞
慶
の
伊
達
氏
に
対
す
る
越
後

出
兵
要
請
、
②
景
虎
方
だ
っ
た
長
時
の
会
津
入
り
、
�
名
氏
の
景

勝
諸
将
へ
の
誘
因
工
作
、
③
田
村
・
伊
達
両
氏
間
の
融
和
と
後
述

す
る
小
笠
原
宗
林
斎
の
取
次
、
そ
の
直
後
の
貞
慶
の
田
村
訪
問
、

な
ど
と
い
っ
た
謙
信
死
後
の
奥
州
に
お
け
る
貞
慶
の
活
動
が
一
定

の
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
【
史
料
九
】
か
ら
想
像
す
れ
ば
、

田
村
・
蘆
名
間
の
紛
争
解
決
に
貞
慶
と
と
も
に
長
時
が
関
わ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
解
決
の
糸
口
と
し
て
同
族
の
京
都
小
笠
原

氏
を
引
き
合
い
に
出
し
紹
介
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
族
の

奉
公
衆
を
通
じ
て
中
央
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
小
笠
原
氏
が

奥
州
の
大
名
間
と
中
央
と
の
交
渉
に
介
在
し
た
の
で
あ
る
（
73
）
。
田
村

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

四
九
（
四
九
）



家
に
も
同
名
宗
林
斎
が
お
り
、【
史
料
九
】
で
み
た
同
族
長
時
と

の
交
流
を
持
つ
ほ
か
、
彼
が
伊
達
と
の
取
次
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
（
74
）
。
長
時
が
景
虎
の
死
後
蘆
名
家
へ
身
を
寄
せ
る
こ

と
に
な
る
の
は
、
小
笠
原
氏
の
有
し
た
人
的
基
盤
と
し
て
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
地
方
大
名
に
期
待
さ
れ
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

六
月
十
七
日
に
盛
氏
が
逝
去
す
る
と
、
両
家
の
対
立
は
先
鋭
化

す
る
。
そ
の
後
の
長
時
の
活
動
を
記
す
一
次
史
料
は
な
い
。
い
っ

ぽ
う
貞
慶
と
田
村
家
の
関
係
は
信
長
死
後
も
続
く
。
貞
慶
は
豊
臣

秀
吉
の
意
を
受
け
、
田
村
宗
顕
に
対
し
清
顕
死
後
の
内
紛
に
端
を

発
す
る
争
乱
の
和
議
斡
旋
の
書
状
を
送
っ
て
い
る
（
75
）
。
天
正
十
六
年

（
一
五
八
八
）
の
こ
の
貞
慶
の
動
き
は
、
秀
吉
に
よ
る
「
奥
州
戦

国
に
対
す
る
介
入
の
一
環
」
と
評
価
で
き
よ
う
。
藤
木
久
志
の
述

べ
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の
秋
の
「
南
奥
州
の
和
」
す
な
わ
ち
豊
臣

氏
の
下
知
に
よ
る
「
和
与
の
成
立
」
が
「
戦
国
争
乱
の
停
止
命

令
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
貞
慶
は
秀
吉
の
上
使
と
し
て

命
を
執
達
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
紛
争
調
停
者
と

し
て
の
役
割
を
引
き
続
き
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
（
76
）
。

以
上
、
長
時
や
貞
慶
の
田
村
家
と
の
接
触
は
、
京
都
小
笠
原
氏

と
も
ど
も
信
長
・
秀
吉
政
権
の
外
交
政
策
の
文
脈
の
な
か
で
同
名

氏
族
が
相
互
に
連
携
を
は
か
り
つ
つ
行
動
し
て
い
た
証
左
と
と
ら

え
ら
れ
よ
う
。

結
語

本
稿
で
ま
ず
明
ら
か
に
し
た
こ
と
の
第
一
は
、
旧
守
護
小
笠
原

長
時
が
、
三
好
氏
・
上
杉
氏
・
蘆
名
氏
と
い
っ
た
諸
大
名
の
も
と

で
活
発
な
外
交
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
従
来
の
長
時
像
に
見
ら
れ
る
「
流
浪
」
や

「
助
け
を
求
め
」
て
国
を
転
々
と
し
た
、
と
い
っ
た
一
面
的
な
長

時
の
姿
で
は
な
い
。

長
時
が
こ
の
よ
う
な
活
発
な
外
交
関
係
を
構
築
で
き
た
理
由
は

何
だ
っ
た
の
か
。
第
二
に
述
べ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
豊
富
な

外
交
活
動
で
有
効
な
手
段
と
な
っ
た
の
が
故
実
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
長
時
が
単
な
る
流
浪
の
旧
守
護
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

外
交
だ
け
で
な
く
長
慶
を
通
じ
細
川
京
兆
家
の
六
郎
の
馬
術
教
育

係
を
務
め
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
故
実
相
承
者

と
し
て
長
時
が
相
応
の
期
待
を
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
に

貞
慶
も
信
長
政
権
期
に
は
奥
州
・
越
後
担
当
使
者
と
し
て
勝
頼
・

景
勝
包
囲
網
の
形
成
に
関
わ
り
、
故
実
伝
授
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

地
方
戦
国
大
名
が
中
央
の
故
実
摂
取
を
盛
ん
に
し
て
い
た
事
例
は

枚
挙
に
暇
な
い
。
京
都
小
笠
原
氏
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
77
）
。

第
三
に
、
小
笠
原
氏
の
活
発
な
外
交
を
支
え
た
の
が
同
名
氏
族

で
あ
っ
た
。
室
町
・
戦
国
期
の
在
京
・
在
国
の
同
族
間
ネ
ッ
ト
ワ

史

学

第
八
二
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第
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・
二
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〇
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〇
）



ー
ク
に
つ
い
て
は
、
在
京
赤
沢
氏
と
信
濃
赤
沢
氏
の
交
流
な
ど
に

着
目
し
た
井
原
今
朝
男
氏
（
78
）
の
研
究
が
あ
り
、
筆
者
も
奉
行
人
諏
方

氏
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
79
）
。
特
に
井
原
氏
は
、
再
版
荘
園
制
の
議
論

の
な
か
で
、
室
町
期
の
東
国
荘
園
が
何
故
再
編
成
さ
れ
得
た
の
か

と
い
う
観
点
で
、
同
族
関
係
の
紐
帯
を
重
視
す
る
。
文
明
期
信
濃

国
山
科
家
領
を
例
に
取
り
、
細
川
氏
内
衆
一
宮
氏
の
出
自
が
阿
波

小
笠
原
氏
で
あ
り
、
信
濃
守
護
小
笠
原
氏
と
の
「
親
族
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
よ
っ
て
一
宮
氏
が
代
官
と
な
り
都
と
信
濃
と
の
年
貢

収
納
を
信
用
保
証
す
る
こ
と
で
確
保
し
た
こ
と
を
論
じ
た
（
80
）
。
こ
の

論
証
で
、
同
名
氏
族
間
交
流
が
特
定
の
意
図
を
も
っ
て
構
築
さ
れ

た
こ
と
を
明
示
し
た
点
で
意
義
深
い
。

室
町
幕
臣
集
団
の
多
く
が
鎌
倉
幕
府
以
来
の
東
国
御
家
人
の
系

譜
を
引
く
氏
族
で
あ
る
（
81
）
。
信
濃
で
も
諏
方
氏
や
小
笠
原
氏
な
ど
、

在
京
・
在
国
の
同
族
が
同
時
期
存
在
し
、
折
に
触
れ
交
渉
を
重
ね

て
い
た
。
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
三
好
氏
や
奉
公
衆
小
笠
原

氏
が
長
時
と
の
同
族
意
識
を
保
持
し
な
が
ら
外
交
を
重
ね
て
い
た

と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
長
時
は
御
館
の
乱
以
前
で
は
景
虎

方
で
使
者
と
な
り
御
館
の
乱
後
か
ら
会
津
に
お
い
て
田
村
・
蘆

名
・
伊
達
氏
間
の
紛
争
に
関
わ
る
外
交
に
関
与
し
て
い
る
。
折
し

も
貞
慶
が
会
津
の
父
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
し
、
奥
州
の
紛
争
解

決
に
京
都
小
笠
原
氏
を
介
し
て
長
時
が
一
定
の
関
わ
り
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
小
笠
原
同
族
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
密
接
に
機
能
し

て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
に
お
い

て
小
笠
原
氏
の
持
つ
同
名
氏
族
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
紛
争
解
決
の

大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
長
時
自
身
も
、
小

笠
原
氏
の
当
主
と
し
て
京
都
を
中
心
に
活
動
す
る
同
族
と
の
接
触
、

さ
ら
に
同
族
を
通
じ
て
将
軍
権
力
や
信
長
と
の
結
び
つ
き
を
強
く

希
求
し
信
濃
復
帰
を
め
ざ
し
た
と
い
え
る
。
将
軍
権
力
の
も
と
で

守
護
復
帰
を
目
指
し
た
長
時
は
、
旧
来
の
守
護
大
名
と
し
て
の
性

格
を
脱
し
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
独
自
の
所
領

回
復
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
信
長
に
近
づ
き
信
濃
本
領
回
復
を
め

ざ
し
た
貞
慶
だ
っ
た
が
、
武
田
滅
亡
に
よ
る
漁
夫
の
利
を
得
た
の

は
木
曽
義
昌
で
あ
っ
た
。
小
笠
原
氏
が
信
濃
府
中
を
奪
還
す
る
の

が
、
信
長
没
後
の
混
乱
に
お
け
る
貞
慶
の
直
接
的
軍
事
行
動
に
よ

る
の
は
皮
肉
と
い
え
る
。

残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
。
ま
ず
、
在
京
同
族
が
地
域
紛
争
を
収

束
さ
せ
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
、
小
笠
原
氏
に
限
っ
た

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

【
史
料
十
】「
天
文
二
年
信
州
下
向
記
（
82
）
」

（
前
略
）
六
日
丁
丑
晴
、
諏
方（
長
俊
）

信
濃
守
堅
桐
ま
で
罷
越
し
小

笠
原
長（
棟
）
□
と
対
談
の
儀
こ
れ
あ
る
由
申
す
（
下
略
）

こ
の
史
料
は
、
醍
醐
寺
理
性
院
厳
助
が
伊
那
文
永
寺
に
下
向
し

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

五
一
（
五
一
）



た
折
の
日
記
で
あ
る
。
諏
方
（
高
遠
）
頼
継
と
小
笠
原
長
棟
の
抗

争
の
な
か
厳
助
が
旅
を
進
め
る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
「
諏
方
信
濃

守
が
長
棟
と
対
談
し
た
」
と
の
伝
聞
を
記
す
。
諏
方
頼
継
は
紀
伊

守
を
官
途
と
し
（
83
）
信
濃
守
を
名
の
っ
て
い
な
い
。
後
日
の
日
記
抄
（
84
）
で

厳
助
は
頼
継
に
つ
い
て
「
諏
訪
高
遠
」
と
記
す
こ
と
か
ら
、
こ
の

対
談
は
頼
継
と
長
棟
に
よ
る
直
接
会
談
を
指
す
の
で
は
な
い
の
だ

ろ
う
。
醍
醐
寺
は
幕
府
祈
祷
寺
院
で
、
厳
助
自
身
、
幕
府
の
枢
要

と
の
関
わ
り
は
深
い
。
彼
に
と
っ
て
「
諏
方
信
濃
守
」
と
い
っ
た

場
合
、
奉
行
人
を
世
襲
し
た
京
都
諏
方
氏
嫡
流
（
85
）
の
官
途
を
指
す
は

ず
だ
ろ
う
。
高
遠
・
小
笠
原
氏
の
和
睦
は
実
際
に
は
天
文
八
年

（
一
五
三
九
）
に
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
日
記
で
重
要
な
の
は
、
戦

闘
状
態
の
両
者
を
仲
介
し
た
の
が
同
名
氏
族
の
奉
行
人
諏
方
長
俊

と
想
定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
奉
行
人
で
あ
る
在
京
同
族
が

本
貫
国
の
担
当
と
な
り
紛
争
解
決
の
一
翼
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

京
都
諏
方
氏
が
し
ば
し
ば
信
州
使
節
に
任
命
さ
れ
信
濃
国
諏
方
氏

を
訪
れ
た
（
86
）
の
は
こ
う
し
た
文
脈
で
と
ら
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
タ
テ
の
「
主
従
関
係
」
だ
け
で
な
く
ヨ

コ
の
「
同
族
関
係
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
如
実
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
在
京
と
在
国
の
同
名
氏
族
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
政
治
的
な
思
惑
、
こ
と
に
同
族
の
奉
行
人
・

奉
公
衆
な
ど
を
利
用
し
在
地
の
紛
争
解
決
を
有
利
に
運
ぼ
う
と
す

る
在
国
氏
族
の
意
図
が
か
い
ま
見
え
る
。
長
時
を
中
心
に
小
笠
原

氏
は
そ
の
人
脈
を
利
用
し
活
発
な
同
族
外
交
を
繰
り
広
げ
た
と
い

え
る
。
受
け
入
れ
る
地
方
大
名
に
も
、
小
笠
原
氏
の
同
族
や
経
歴
、

あ
る
い
は
故
実
家
と
し
て
の
側
面
な
ど
自
家
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ

ト
も
多
分
に
あ
っ
た
ろ
う
。

旧
守
護
小
笠
原
氏
が
旧
来
の
室
町
殿
体
制
の
な
か
で
の
信
濃
復

帰
�
守
護
「
復
権
」
を
め
ざ
し
た
こ
と
は
、
結
論
的
に
は
小
笠
原

氏
が
旧
来
の
守
護
大
名
の
域
を
脱
し
得
な
か
っ
た
と
評
す
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
川
岡
勉
氏
が
「
室
町
期
守
護
は
単
な
る

地
域
権
力
で
は
な
い
。
守
護
は
国
家
と
地
域
社
会
の
接
点
に
位
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
後
期
の
社
会
構
成
上
き
わ
め
て
重
要

な
機
能
を
果
た
す
」
と
後
期
室
町
幕
府
体
制
を
「
室
町
幕
府
―
守

護
体
制
論
」
と
位
置
づ
け
た
よ
う
に
（
87
）
、
む
し
ろ
筆
者
は
、
室
町
幕

府
に
よ
る
地
域
支
配
の
あ
り
方
と
在
地
社
会
と
を
総
体
的
に
考
え

る
上
で
、
川
岡
氏
の
こ
の
指
摘
は
地
域
と
中
央
と
を
結
ぶ
同
族
交

流
を
考
え
る
際
に
改
め
て
意
味
を
持
っ
て
く
る
重
要
な
論
点
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
同
名
氏
族
が
地
方
と
中
央
（
奉
公
衆

や
奉
行
人
、
京
兆
家
被
官
な
ど
）
と
に
併
存
し
相
互
交
流
を
お
こ

な
っ
て
い
た
の
は
信
濃
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
証
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

史
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註（
１
）
『
建
武
中
興
を
中
心
と
し
た
る
信
濃
勤
王
史
攷
』
一
九
三
九
年
。

『
下
伊
那
史
』
第
六
巻
、
一
九
七
〇
年
な
ど
。

（
２
）
小
林
計
一
郎
『
信
濃
中
世
史
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
。

（
３
）
佐
藤
進
一
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
上
、
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
六
七
年
。

（
４
）
長
江
正
一
『
三
好
長
慶
』
一
九
六
八
年
、
吉
川
弘
文
館
。

（
５
）
堀
内
千
万
蔵
「
室
町
時
代
の
京
家
小
笠
原
氏
」（
第
一
次
『
信

濃
』
六
―
九
、
一
九
三
七
年
）。
小
山
愛
治
『
信
濃
史
源
考
』
六
、

歴
史
図
書
社
、
一
九
七
六
年
、
初
出
は
一
九
四
〇
年
。

（
６
）
二
木
謙
一
「
室
町
幕
府
弓
馬
故
実
家
小
笠
原
氏
の
成
立
」（『
中

世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（
７
）
水
野
哲
雄
「
室
町
幕
府
武
家
故
実
家
京
都
小
笠
原
氏
の
展
開
」

（『
九
州
史
学
』
一
四
二
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
８
）
主
な
も
の
と
し
て
中
川
治
男
「
小
笠
原
貞
慶
の
中
興
を
め
ぐ
っ

て
」（『
信
濃
』
二
十
四
―
五
、
一
九
七
二
年
）、
粟
野
俊
之
「
小
笠

原
貞
慶
考
」（『
織
豊
政
権
と
東
国
大
名
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

一
年
）
が
あ
る
。
平
山
優
『
天
正
壬
午
の
乱
』
は
、
天
正
十
年
以

降
の
信
濃
国
衆
の
動
向
と
、
北
条
・
徳
川
・
上
杉
ら
大
名
権
力
と

の
せ
め
ぎ
合
い
を
体
系
的
に
論
じ
る
。
こ
の
な
か
で
貞
慶
の
深
志

回
復
に
い
た
る
動
向
も
描
か
れ
る
。
た
だ
し
本
稿
で
は
小
笠
原
氏

の
深
志
回
復
運
動
を
小
笠
原
同
名
氏
族
と
長
時
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
軸
と
し
て
論
じ
る
た
め
、
各
氏
の
論
旨
と
異
な
る
。

（
９
）
『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
十
二
（
信
濃
史
料
刊
行
会
、
一
九
七

五
年
）。
以
下
『
新
叢
書
』
と
略
記
。

（
１０
）
「
書
簡
并
証
文
集
」（『
信
濃
史
料
』
十
一
巻
、
四
六
四
〜
四
六

五
頁
。
以
下
『
信
史
』
と
略
記
）。

（
１１
）
小
笠
原
長
基
も
貞
宗
三
十
三
回
忌
を
禅
居
庵
で
執
行
し
て
い
る
。

「
笠
系
大
成
四
」（『
新
叢
書
』
十
二
、
一
二
一
頁
）。

（
１２
）
「
本
山
寺
文
書
」
永
禄
四
年
閏
三
月
吉
日
（
高
槻
市
し
ろ
あ
と

歴
史
館
『
三
好
長
慶
の
時
代
』
二
〇
〇
七
年
、
所
収
）。

（
１３
）
『
信
史
』
十
二
巻
、
三
四
七
頁
。

（
１４
）
長
野
県
立
歴
史
館
蔵
。
拙
稿
「
小
笠
原
長
時
の
書
状
一
通
」

（『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
十
四
、
二
〇
〇
八
年
、
以
下
旧

稿
と
略
）。

（
１５
）
『
信
史
』
十
一
、
四
六
六
頁
。

（
１６
）
「
笠
系
大
成
解
題
」（『
新
叢
書
』
十
二
、
二
頁
）。
付
録
は
本
編

の
典
拠
を
掲
出
し
た
史
料
編
と
い
え
る
。

（
１７
）
『
信
史
』
十
一
、
四
六
七
頁
。

（
１８
）
同
様
の
事
例
と
し
て
、
松
尾
小
笠
原
氏
が
足
利
義
尹
に
勤
仕
す

る
石
見
小
笠
原
氏
か
ら
「
於
�洛
中
�相
応
御
用
等
御
座
候
者
可

�被
�仰
付
�」
と
「
家
中
御
取
乱
」
の
小
笠
原
家
の
紛
争
解
決
支
援

を
申
し
出
さ
れ
た
例
が
あ
る
（『
新
叢
書
』
十
二
、
四
十
三
・
四

頁
）。

（
１９
）
「
笠
系
大
成
六
」
天
正
六
年
条
（『
新
叢
書
』
十
二
、
一
五
六

〜
七
頁
）。「
溝
口
家
記
」
の
長
時
条
に
は
三
好
長
慶
が
「
範
竹
と

云
半
俗
を
被
�遣
御
頼
候
」
と
あ
る
。

（
２０
）
建
仁
寺
禅
居
庵
文
書
（『
信
史
』
十
一
巻
、
五
二
四
頁
）。

（
２１
）
「
笠
系
大
成
六
」、
天
文
十
九
年
十
二
月
条
（『
新
叢
書
』
十
二
、

一
五
四
頁
）。

（
２２
）
長
禄
二
年
（
一
四
八
五
）、
府
中
の
小
笠
原
清
宗
と
惣
領
光
康

の
対
立
時
、
幕
府
か
ら
光
康
へ
の
命
に
書
状
を
副
え
た
の
が
同
族

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

五
三
（
五
三
）



で
細
川
被
官
の
赤
沢
政
吉
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
副
状
に
は
「
委
細

禅
居
庵
よ
り
可
�有
�御
申
�候
」
と
あ
り
、
光
康
と
同
族
赤
澤
氏
と

を
取
り
次
い
だ
の
が
禅
居
庵
で
あ
っ
た
。（
長
禄
二
年
）
十
月
二
十

日
「
細
川
持
賢
書
状
」・
同
日
「
赤
沢
政
吉
書
状
」（『
新
叢
書
』
十

二
）。
以
上
は
村
石
正
行
「
諏
訪
社
に
残
さ
れ
た
足
利
義
政
の
願

文
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
十
四
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
２３
）
飯
田
市
美
術
博
物
館
展
示
図
録
『
中
世
信
濃
の
名
僧
―
知
ら
れ

ざ
る
禅
僧
た
ち
の
営
み
と
造
形
―
』
二
〇
〇
五
年
。

（
２４
）
祢
津
宗
伸
「
小
笠
原
貞
宗
開
善
寺
開
基
説
成
立
の
背
景
」（
祢

津
『
中
世
地
域
社
会
と
仏
教
文
化
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
九
年
、
初

出
論
文
は
二
〇
〇
八
年
）。

（
２５
）
年
未
詳
六
月
二
十
九
日
「
小
笠
原
長
時
書
状
」（「
醍
醐
寺
三
宝

院
文
書
」『
信
史
』
十
二
巻
、
三
四
七
頁
。
読
み
は
改
め
て
写
真
版

に
よ
り
補
訂
を
加
え
た
）。

（
２６
）
長
江
正
一
『
三
好
長
慶
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
年
）、
九

六
頁
以
降
。

（
２７
）
永
禄
三
年
一
月
二
十
一
日
「
正
親
町
天
皇
口
宣
案
」（『
後
鑑
』

四
、
七
〇
〇
頁
）。

（
２８
）
「
細
川
両
家
記
」（『
群
書
類
従
』
二
十
、
六
一
五
頁
）。

（
２９
）
二
木
謙
一
「
弓
馬
軍
陣
の
作
法
」（
同
『
中
世
武
家
の
作
法
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
３０
）
小
笠
原
定
基
（
松
尾
小
笠
原
氏
）
が
石
見
国
の
同
名
長
隆
と
書

状
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
（
注（
１８
）前
掲
書
）。
足
利
義
尹
が
大

内
義
興
と
共
に
上
洛
し
た
際
に
長
隆
も
在
京
勤
仕
し
た
こ
と
、
長

隆
が
安
西
播
磨
守
の
手
ほ
ど
き
で
馬
医
術
の
「
指
南
」
を
う
け
た

こ
と
、
長
隆
が
松
尾
小
笠
原
氏
に
対
し
て
「
我
等
事
、
御
一
家

端
」
と
同
族
意
識
を
有
し
、「
一
度
御
国
へ
遂
�参
上
�」
げ
た
い
と

念
願
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
書
状
を
定
基

へ
持
参
し
口
上
し
た
の
が
安
西
氏
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
状
を

通
じ
た
同
名
氏
族
間
交
流
と
と
も
に
、
松
尾
小
笠
原
氏
が
在
京
す

る
同
族
を
介
し
て
学
問
摂
取
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

（
３１
）
矢
数
道
明
『
近
世
漢
方
医
学
史
』
名
著
出
版
、
一
九
八
一
年
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
長
慶
と
道
三
と
の
関
係
に
つ
い
て

「
天
文
十
五
年
光
源
院
義
輝
に
謁
し
、
愛
重
せ
ら
れ
細
川
晴
元
、
三

好
長
慶
、
松
永
久
秀
等
も
あ
つ
く
こ
れ
を
遇
す
」
と
記
す
。
史
料

三
は
具
体
的
に
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
、
長
慶
が
直
接
道
三
の

治
療
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
３２
）
「
細
川
氏
綱
淀
城
入
事
」（「
足
利
季
世
記
」『
改
定
史
籍
集
覧
』

十
三
、
二
一
六
〜
七
頁
）。

（
３３
）
「
惟
房
公
記
」（『
続
々
群
書
類
従
』
五
、
永
禄
元
年
五
月
十
九

日
条
、
四
五
二
頁
）、「
公
方
勝
軍
地
蔵
エ
出
張
之
事
」（「
足
利
季

世
記
」『
改
定
史
籍
集
覧
』
十
三
、
二
一
四
〜
五
頁
）。

（
３４
）
三
好
長
慶
み
ず
か
ら
署
判
す
る
裁
許
状
が
天
文
二
十
四
年
（
一

五
五
五
）
か
ら
永
禄
二
年
の
五
年
間
に
わ
た
り
集
中
的
に
発
給
さ

れ
て
お
り
（
今
谷
明
「
三
好
・
松
永
政
権
小
考
」（
同
『
室
町
幕
府

解
体
過
程
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）、
し
か
も
永
禄
二

年
十
月
以
降
こ
の
裁
許
状
が
一
転
し
て
姿
を
消
し
て
し
ま
う
（
今

谷
「
落
日
の
室
町
幕
府
」『
戦
国
期
の
室
町
幕
府
』
角
川
書
店
、
一

九
七
五
年
）。
さ
ら
に
、
弘
治
四
年
（
永
禄
元
年
）
に
限
る
と
長
慶

の
裁
許
状
は
一
通
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ま
で
盛
ん
に
陣
頭

指
揮
を
執
っ
て
い
た
合
戦
に
長
慶
自
身
が
出
陣
す
る
こ
と
が
こ
の

時
期
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
（
注（
２６
）長
江
前
掲
書
、
二
三

史

学

第
八
二
巻

第
一
・
二
号

五
四
（
五
四
）



〇
頁
）。
長
慶
が
晩
年
病
的
で
あ
っ
た
の
は
、
例
え
ば
連
歌
の
席
で

の
様
子
が
「
屍
」
の
如
き
で
あ
り
（「
載
恩
記
」『
続
群
書
類
従
』

三
十
二
下
、
六
一
三
頁
）、
人
目
は
ば
か
ら
ず
「
懐
旧
ノ
涙
頗
リ
」

に
号
泣
し
（「
足
利
季
世
記
」
永
禄
四
年
五
月
六
日
条
、『
改
定
史

籍
集
覧
』
十
三
、
二
二
〇
頁
）、「
長
慶
病
中
ニ
テ
万
事
思
慮
ナ
」

く
、
弟
安
宅
冬
康
を
も
殺
害
す
る
（「
足
利
季
世
記
」
永
禄
七
年
四

月
九
日
条
、『
改
定
史
籍
集
覧
』
十
三
、
二
三
一
〜
二
頁
）
と
い
っ

た
一
連
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
。

（
３５
）
奉
公
衆
四
番
組
の
大
和
晴
完
が
醍
醐
寺
へ
の
祈
祷
依
頼
を
取
り

次
い
で
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
晴
完
み
ず
か
ら
も
軍
信
太
現

修
法
の
護
日
取
を
相
伝
す
る
故
実
家
で
あ
っ
た
（「
大
和
忠
左
衛

門
」『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
一
八
、「
大
和
四
郎
左
衛
門
」『
萩
藩
閥

閲
録
』
巻
六
十
五
）。
木
下
聡
「
大
和
晴
完
宛
室
町
幕
府
奉
行
人
奉

書
解
説
」（
柴
辻
俊
六
・
丸
島
和
洋
・
生
駒
哲
郎
編
『
史
料
集
「
柴

屋
舎
文
庫
」
所
蔵
文
書
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
、

二
十
五
頁
）
参
照
。
晴
完
が
そ
の
職
能
か
ら
、
醍
醐
寺
へ
の
取
次

役
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
３６
）
「
醍
醐
寺
文
書
」
函
二
十
四
、
九
十
四
―
二
（『
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
写
真
帳
』
中
、
六
十
七
頁
）。
な
お
『
醍
醐
寺
文
書
聖
教
目

録
』
二
で
は
（
１
）・（
２
）・（
４
）
の
一
連
の
書
状
の
差
出
人
を

「
大
宮
晴
元
」
に
比
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
見
返
し
の
ウ
ワ
書
に

「
大
宮
晴
元
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
官
務
家
の
大
宮
氏
は

壬
生
家
と
の
対
立
で
没
落
し
て
い
る
（
飯
倉
晴
武
「
大
永
七
年
壬

生
・
大
宮
両
家
和
睦
状
の
成
立
と
大
宮
家
の
成
立
」『
日
本
中
世
の

政
治
と
文
書
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。「
大
宮
」
は
晴
完

の
官
途
で
あ
る
（
大
和
）
宮
内
大
輔
を
略
記
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

実
名
の
晴
元
も
後
掲
注（
３７
）の
差
出
は
「
晴
完
」
と
読
め
、
花
押

も
（
１
）・（
２
）・（
４
）
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
一

連
の
文
書
の
差
出
を
「
大
和
晴
完
」
と
特
定
し
た
。

（
３７
）
「
醍
醐
寺
文
書
」
函
二
十
四
、
九
十
四
―
一
（『
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
写
真
帳
』
中
、
六
十
六
頁
）。

（
３８
）
『
大
日
本
古
文
書

醍
醐
寺
文
書
之
八
』
一
七
七
八
、
一
〇

三
・
一
〇
四
頁
。

（
３９
）
「
醍
醐
寺
文
書
」
函
二
十
四
、
九
十
一
（『
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
写
真
帳
』
中
、
六
十
三
頁
）。

（
４０
）
大
和
晴
完
に
つ
い
て
は
伊
藤
正
義
「
大
和
宗
恕
小
伝
」（『
論
集

日
本
文
学

日
本
語
』
三
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）、
古
川
元

也
「
故
実
家
大
和
宗
恕
管
見
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
三
、

一
九
九
六
年
）。

（
４１
）
注（
２６
）長
江
前
掲
書
、
一
八
二
〜
一
八
五
頁
。

（
４２
）
注（
３４
）と
同
じ
。

（
４３
）
長
時
は
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）、
同
族
の
草
間
氏
の
館

に
滞
留
し
た
後
、
長
尾
景
虎
（
以
下
謙
信
）
の
も
と
へ
赴
い
た

（「
笠
系
大
成
六
」、
天
文
二
十
一
年
条
『
新
叢
書
』
十
二
）。
謙
信

が
初
度
の
上
洛
を
行
っ
た
の
が
翌
年
第
一
回
川
中
島
合
戦
を
終
え

た
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
謙
信
と
本
願
寺
証
如
と
の
面

会
仲
介
を
と
っ
た
の
が
長
慶
で
あ
っ
た
（『
本
願
寺
天
文
日
記
』
天

文
二
十
二
年
十
一
月
十
三
日
条
）。
こ
の
謙
信
の
上
洛
と
長
時
の
関

係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
長
慶
と
長
時
の
関
係
を
考

え
れ
ば
、
謙
信
を
長
慶
に
引
き
合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
長
時
が
関

与
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
長
時
も
こ
の
時

謙
信
と
同
道
し
て
上
洛
し
、
そ
の
ま
ま
三
好
家
に
滞
留
し
た
可
能

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流

五
五
（
五
五
）



性
が
高
く
な
る
。
同
時
期
信
濃
国
衆
で
有
力
な
一
向
宗
門
徒
高
梨

政
頼
も
謙
信
上
洛
前
に
証
如
に
面
会
し
て
い
る
（『
信
史
』
補
遺
編

上
、
三
八
八
頁
）。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
川
中
島
合
戦
が
小
笠
原
や

高
梨
な
ど
武
田
氏
に
圧
迫
さ
れ
た
信
濃
衆
が
謙
信
に
救
援
を
求
め

た
こ
と
に
端
を
発
す
る
と
さ
れ
る
従
来
の
考
え
方
に
、
再
考
を
促

す
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
４４
）
『
信
史
』
十
二
巻
、
二
三
九
頁
。
ま
た
「
伊
勢
貞
助
記
」
に
も

同
様
の
記
載
が
あ
る
（『
後
鑑
』
永
禄
二
年
三
月
条
）。

（
４５
）
「
永
禄
四
年
三
好
亭
御
成
記
」（『
続
群
書
類
従
』
二
十
三
下
、

二
三
四
〜
四
九
頁
）。

（
４６
）
『
信
史
』
十
二
巻
、
三
四
六
頁
。

（
４７
）
注（
１２
）前
掲
書
。

（
４８
）
平
山
優
『
天
正
壬
午
の
乱
』（
学
研
、
二
〇
一
一
年
、
四
四
頁
）。

（
４９
）
「
笠
系
大
成
六
」
小
笠
原
長
隆
の
項
（『
新
叢
書
』
十
二
、
一
六

一
頁
）。

（
５０
）
「
笠
系
大
成
六
」（『
新
叢
書
』
十
二
、
一
五
七
頁
）。

（
５１
）
「
言
継
卿
記
」
永
禄
十
一
年
九
月
一
日
条
（『
史
料
纂
集

言
継

卿
記
』
四
、
二
六
六
頁
）。

（
５２
）
「
言
継
卿
記
」
永
禄
十
一
年
十
月
一
日
条
（『
史
料
纂
集

言
継

卿
記
』
四
、
二
七
三
〜
四
頁
）。

（
５３
）
「
謙
信
公
御
代
御
書
集
」
永
禄
十
一
年
七
月
条
。

（
５４
）
「
正
統
記
」（『
後
鑑
』
四
、
八
二
七
頁
）。

（
５５
）
「
笠
系
大
成
六
」
小
笠
原
信
定
の
項
（『
新
叢
書
』
十
二
、
一
五

七
頁
）。

（
５６
）
「
言
継
卿
記
」
元
亀
二
年
三
月
十
八
日
条
（『
史
料
纂
集

言
継

卿
記
』
四
、
四
八
五
頁
）。

（
５７
）
（
天
正
三
年
）
二
月
二
十
六
日
「
河
尻
秀
隆
書
状
案
」（「
書
簡

并
証
文
集
」『
信
史
』
十
四
巻
、
八
十
六
頁
）。
こ
の
時
期
、
小
笠

原
氏
と
同
様
に
信
濃
を
追
わ
れ
た
村
上
国
清
も
ま
た
信
長
か
ら
誘

引
さ
れ
て
い
る
（
天
正
三
年
七
月
二
十
日
「
織
田
信
長
朱
印
状

写
」）。
信
長
が
信
濃
出
兵
に
あ
た
り
信
濃
の
旧
族
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
は
興
味
深
い
。

（
５８
）
注（
８
）粟
野
論
文
。
粟
野
氏
は
、
小
笠
原
氏
領
を
包
摂
す
る
山

城
国
富
野
郷
が
御
料
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
を
将
軍
義
昭

か
ら
給
与
さ
れ
た
人
物
と
し
て
貞
慶
を
想
定
し
、
か
か
る
点
か
ら

京
都
に
お
け
る
貞
慶
の
活
動
を
縷
々
推
論
す
る
。
し
か
し
『
兼
見

卿
記
』
で
貞
慶
と
し
て
人
物
比
定
さ
れ
て
い
る
小
笠
原
民
部
少
輔

は
貞
慶
で
は
な
く
、
京
都
小
笠
原
秀
清
で
あ
り
、
ま
た
貞
慶
の
在

京
活
動
や
義
昭
と
の
接
点
を
う
か
が
わ
せ
る
直
接
史
料
が
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
の
富
野
郷
は
奉
公
衆
京
都
小
笠
原
氏
の
所
領
と

捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
５９
）
貞
慶
は
小
山
・
佐
竹
・
田
村
ら
関
東
・
南
奥
州
の
大
名
の
取
次

と
な
っ
て
い
る
。
奥
野
高
広
『
増
訂
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。
信
長
は
上
杉
家
に
対
し
て
は
、
共
通

の
敵
勝
頼
を
「
雖
�若
輩
候
�、
信
玄
掟
を
守
、
可
�為
�表
裏
�之
条
、

無
�由
断
之
儀
�候
」（
天
正
二
年
六
月
二
十
九
日
付
「
織
田
信
長
朱

印
状
」『
上
越
市
史
』
別
編
一
、
五
五
一
頁
）
と
注
意
を
促
し
、
武

田
氏
挟
撃
を
呼
び
か
け
た
。

（
６０
）
①
大
津
長
昌
の
書
状
を
伊
達
政
宗
へ
届
け
越
後
口
へ
の
出
兵
要

請
を
伝
達
（【
天
正
六
年
】
十
月
十
五
日
「
大
津
長
昌
書
状
案
」

『
信
史
』
十
四
巻
、
三
七
四
頁
）、
②
本
庄
氏
や
信
濃
高
梨
氏
ら
景

勝
家
臣
を
内
応
さ
せ
る
た
め
の
信
長
の
工
作
に
関
与
（【
天
正
九

史
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年
】
十
月
十
五
日
「
織
田
信
長
書
状
案
」『
信
史
』
十
五
巻
、
四
十

八
頁
）、
③
揚
北
衆
色
部
長
真
に
日
取
・
幕
張
故
実
を
伝
授
（
天
正

九
年
六
月
十
日
「
小
笠
原
貞
慶
伝
授
状
」『
上
史
』
二
一
四
三
・
二

一
四
四
）。
な
お
揚
北
衆
に
つ
い
て
は
同
時
期
信
長
の
工
作
に
よ
る

新
発
田
重
家
の
対
景
勝
謀
反
が
発
覚
し
て
い
る
（
天
正
九
年
六
月

十
二
日
「
織
田
信
長
朱
印
状
」『
上
史
』
別
編
二
、
二
一
四
五
）。

（
６１
）
天
正
六
年
十
月
二
十
四
日
「
上
杉
景
勝
書
状
」（『
上
史
』
別
編

二
、
一
七
〇
七
）。

（
６２
）
（
天
正
六
年
）
霜
月
三
日
「
上
杉
景
虎
書
状
」（『
上
史
』
別
編

二
、
一
七
一
三
）。

（
６３
）
（
天
正
六
年
）
五
月
二
十
九
日
「
上
杉
景
虎
書
状
」（『
上
史
』

別
編
二
、
一
五
二
三
）。
ま
た
蘆
名
盛
氏
の
養
子
盛
隆
は
景
虎
の
死

後
、
景
勝
と
対
立
し
、
越
後
・
会
津
境
目
の
領
主
小
川
荘
小
田
切

氏
を
通
じ
て
揚
北
衆
の
取
り
込
み
を
は
か
る
な
ど
阿
賀
野
川
流
域

へ
の
進
出
を
試
み
て
い
る
。
小
田
切
氏
は
上
杉
氏
の
配
下
だ
が

「
�
名
家
ニ
モ
奉
公
」（「
文
禄
三
年
定
納
員
数
目
録
」『
新
叢
書
』

十
二
、
二
八
二
頁
）
し
て
い
た
両
属
武
士
の
典
型
で
あ
る
（
藤
木

久
志
「
境
界
の
世
界
・
両
属
の
世
界
」（
藤
木
『
戦
国
史
を
み
る

目
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
）。

（
６４
）
「
笠
系
大
成
六
」
天
正
六
年
条
（『
新
叢
書
』
十
二
、
一
五
六

頁
）。

（
６５
）
注（
１４
）旧
稿
。

（
６６
）
宗
林
斎
は
「
田
村
ノ
家
臣
小
笠
原
宗
林
斎
」
と
み
え
、
伊
達
政

宗
と
田
村
清
顕
娘
と
の
婚
儀
に
つ
い
て
伊
達
家
か
ら
内
容
を
取
次

い
だ
（「
性
山
公
治
家
記
録
」
天
正
七
年
十
月
廿
一
日
条
、『
三
春

町
史
』
七
、
二
一
九
頁
）。
な
お
貞
慶
が
田
村
家
を
訪
れ
た
の
が
天

正
七
年
秋
で
あ
る
の
で
関
連
が
う
か
が
え
る
。「
伊
達
天
正
日
記
」

天
正
十
六
年
九
月
六
日
条
（『
三
春
町
史
』
七
、
二
一
三
頁
）
に
も

郡
山
田
村
衆
の
な
か
に
「
僧
林
斎
」
が
見
え
る
。
宗
林
斎
は
田
村

月
斎
な
ど
と
と
も
に
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
年
）
の
田
村
内
紛

を
経
て
伊
達
家
臣
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
【
史
料
九
】
に
よ
り
宗

林
も
小
笠
原
氏
の
同
名
氏
族
と
推
定
で
き
る
。「
小
笠
原
清
順
譲

状
」（『
新
叢
書
』
十
二
、
十
一
頁
）
に
よ
れ
ば
信
濃
小
笠
原
氏
が

陸
奥
国
白
河
郡
石
河
荘
地
頭
職
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地

に
入
部
し
た
一
族
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。

（
６７
）
「
笠
系
大
成
六
」
天
正
七
年
条
（『
新
叢
書
』
十
二
、
一
五
七

頁
）。

（
６８
）
大
石
直
正
「
戦
国
大
名
会
津
蘆
名
氏
」（『
東
北
大
名
の
研
究
』

戦
国
大
名
論
集
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、
二
九
〇
・
九

一
頁
）。

（
６９
）
『
福
島
県
史
』
一
、
四
四
四
〜
四
四
六
頁
。『
三
春
町
史
』
一
、

四
四
五
〜
四
四
八
頁
。

（
７０
）
二
本
松
藩
士
木
代
建
達
の
記
録
「
奥
陽
仙
道
表
鑑
」
に
よ
る
と

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
岩
城
常
隆
が
赤
沼
城
を
攻
撃
し
た

際
、
田
村
方
小
野
隆
信
・
清
忠
、
大
越
信
貫
ら
と
と
も
に
小
野
彦

七
郎
が
戦
功
を
あ
げ
た
。
小
野
田
村
家
の
系
図
「
坂
上
田
村
将
軍

由
緒
」
に
よ
る
と
、
田
村
顕
定
が
小
野
氏
の
祖
で
あ
る
（『
三
春
町

史
』
七
、
四
〇
一
〜
四
〇
二
頁
）。

（
７１
）
注（
６６
）前
掲
書
、
四
二
五
頁
。

（
７２
）
「
仙
道
会
津
元
和
八
年
覚
書
」（『
二
本
松
市
史
』
三
、
二
三
八

頁
、
一
九
八
一
年
）。

（
７３
）
『
兼
見
卿
記
』
天
正
九
年
二
月
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
小
笠
原
秀

小
笠
原
長
時
の
外
交
活
動
と
同
名
氏
族
間
交
流
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清
が
信
長
の
上
洛
の
報
を
兼
見
に
伝
え
、
つ
い
て
は
信
長
家
臣
の

馬
揃
え
の
儀
に
参
加
す
る
た
め
、
兼
見
か
ら
武
家
装
束
の
借
用
を

依
頼
し
た
。
京
都
小
笠
原
氏
も
信
長
傘
下
と
な
っ
て
い
た
。

（
７４
）
（
天
正
六
年
）
十
一
月
二
十
一
日
「
伊
達
輝
宗
書
状
」（
仙
台
市

博
物
館
所
蔵
）
に
宗
林
斎
が
み
え
、
伊
達
政
宗
と
田
村
愛
姫
の
婚

儀
に
つ
い
て
輝
宗
の
意
を
取
り
次
い
で
い
る
。

態
令
�啓
候
、
仍
彼
祝
言
之
事
、
年
中
被
�立
�輿
之
由
、
自
�

清
顕
�承
候
、
本
望
之
至
候
、
因
�茲
路
次
番
・
日
限
等
之
事
、

今
度
申
届
候
、
其
元
取
成
任
入
候
、
書
余
（
国
分
政
重
カ
）

国
丹
任
�才
覚
�候
、

恐
々
謹
言
、拾

月
廿
一
日

輝
宗
（
花
押
）

（
小
笠
原
）

宗
林
斎

（
７５
）
天
正
十
六
年
六
月
十
七
日
「
小
笠
原
貞
慶
書
状
」（「
青
山
文

書
」『
福
島
県
史
』
七
、
五
八
九
頁
）。

（
７６
）
藤
木
久
志
「
関
東
奥
両
国
惣
無
事
令
の
成
立
」（
藤
木
『
豊
臣

平
和
令
と
戦
国
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
五
十

三
・
四
頁
）。

（
７７
）
奥
州
と
京
都
小
笠
原
氏
と
の
文
化
摂
取
の
観
点
で
は
入
間
田
宣

夫
「
八
条
流
馬
術
の
受
容
と
戦
国
社
会
―
大
崎
領
・
伊
達
領
の
場

合
―
」（
大
石
直
正
・
小
林
清
治
編
『
陸
奥
国
の
戦
国
時
代
』
古
志

書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
が
小
笠
原
稙
盛
流
馬
術
の
相
承
に
つ
い
て

述
べ
る
。

（
７８
）
井
原
今
朝
男
「
蜷
川
貞
相
の
法
楽
和
歌
と
領
主
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（『
日
本
史
研
究
』
五
一
五
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
７９
）
「
室
町
幕
府
奉
行
人
諏
訪
氏
の
基
礎
的
考
察
」（『
長
野
県
立
歴

史
館
研
究
紀
要
』
十
一
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
８０
）
「
室
町
期
の
代
官
請
負
契
約
と
債
務
保
証
」（
地
方
史
研
究
協
議

会
編
『
生
活
環
境
の
歴
史
的
変
遷
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
一
年
。
の

ち
井
原
『
日
本
中
世
債
務
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
一
年
再
録
）。

（
８１
）
家
永
遵
嗣
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
叢
書
一

室
町
幕
府
将

軍
権
力
の
研
究
』
東
京
大
学
国
史
研
究
室
、
一
九
九
五
年
。

（
８２
）
「
天
文
二
年
信
州
下
向
記
」（『
新
叢
書
』
十
、
五
十
一
頁
）。

（
８３
）
「
大
祝
諏
方
氏
系
図
」（
諏
訪
市
博
物
館
蔵
）。

（
８４
）
天
文
十
四
年
五
月
十
三
日
条
（「
厳
助
往
年
記
」『
改
定
史
籍
集

覧
』
二
十
五
）。

（
８５
）
注（
７９
）と
同
じ
。

（
８６
）
た
と
え
ば
諏
方
貞
通
（『
増
補
続
史
料
大
成

斎
藤
親
基
日

記
』
文
正
元
年
五
月
十
二
日
条
、
一
三
九
頁
）
な
ど
。

（
８７
）
川
岡
勉
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二

年
、
八
頁
。

【
付
記
】
写
真
掲
載
に
格
段
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
総
本
山
醍

醐
寺
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

史
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